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［目　　的］
　現在、全国管理栄養士養成課程が設置されている大学中、 5大学で栄養クリニックが設置
されている。平成23年度から 5施設による連絡会が日本栄養改善学会学術総会を利用して開
催され、本年度で第 3回を迎える。栄養クリニックの設置を予定している大学も参加し、施
設間の相互関係を深め、施設や研究活動の更なる発展を目的として開催している。

［実施内容］
開 催 日 時：平成25年 9 月12日（木）　16：30～20：30
場　　　所：第59回日本栄養改善学会学術総会　名古屋国際会議場Ｅ会場　研究自由集会②
開会の挨拶：神戸女子大学健康福祉学部健康スポーツ栄養学科教授　鈴木一永
　　　　　　（第 3回世話役校の武庫川女子大学に前年度まで勤務）
各施設からの報告・質疑応答：18：35～19：47（各施設 12分＋ 3分）
自 由 討 論：19：50～20：30
懇 親 会：20：40～

［各施設からの事前登録参加者リスト］
女子栄養大学　　栄養クリニック（ 4名）
栄養クリニック所長／臨床栄養医学研究室教授／医師　田中　明、栄養クリニック主任／
栄養クリニック教授／管理栄養士　蒲池桂子、管理栄養士　鈴木智草、管理栄養士　磯崎
真理子
武庫川女子大学　栄養クリニック（ 3名）
栄養クリニック責任者／共通教育部准教授／管理栄養士　鈴木秋子、栄養クリニック管理
栄養士／京都府立医科大学大学院医学研究科地域保健医療疫学／武庫川女子大学非常勤講
師　尾崎悦子、栄養クリニック管理栄養士／兵庫大学健康科学部栄養マネジメント学科　
増村美佐子
中村学園大学　栄養クリニック（ 3名）
栄養クリニック管理栄養士／栄養科学部教授　大部正代、栄養クリニック栄養管理栄養
士・事務　上野宏美、栄養クリニック管理栄養士／栄養科学部助手　小野美咲
天使大学　天使健康栄養クリニック（ 5名）
栄養クリニック代表責任者／看護栄養学研究科研究科長／栄養管理学専攻教授／医師　大
久保岩男、看護栄養学研究科／栄養管理学専攻教授／医師　武蔵　学、元看護栄養学部栄
養学科教授／管理栄養士　小林良子、看護栄養学研究科栄養管理学専攻／管理栄養士　山
口敦子、健康栄養クリニック栄養指導グループ責任者／看護栄養学研究科栄養管理学専攻
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准教授／管理栄養士　鈴木純子
神戸女子大学　健康福祉学部（ 2名）
健康福祉学部教授/医師　鈴木一永、健康福祉学部学科主任／教授　奥野　直
京都女子大学　栄養クリニック（ 7名）
栄養クリニック長／食物栄養学科教授／医師　田中　清、副栄養クリニック長／京都女子
大学名誉教授／管理栄養士　木戸詔子、栄養クリニック指導教員／食物栄養学科教授／管
理栄養士　中山玲子、クリニック指導教員／食物栄養学科教授／管理栄養士　宮崎由子、
栄養クリニック研究員／食物栄養学科教授／医師　宮脇尚志、栄養クリニック指導員／管
理栄養士　日野千恵子、栄養クリニックスタッフ／管理栄養士　松浦稚紗

［各施設からの報告］
女子栄養大学：設立の背景と主な活動内容の紹介。管理栄養士課程卒業後の栄養管理の実践
の場として活用。半年12回のダイエットコース、外来栄養実践講座（毎月 2回、12回平日夜
間、土曜日開催）、荒川区での保健指導などについて報告。
中村学園大学：施設、スタッフ紹介、17年前から健康増進センターが取り組んでいる「青年
期の栄養状態が将来の健康に及ぼす影響」の長期研究、学生の病院実習前の模擬患者実習な
どへの活用実態、一般市民を対象とする肥満治療などの実態について報告。
京都女子大学：設立・開設目的、構成スタッフ、2012年新施設での年間事業報告。特に一般
市民対象の健康維増進・生活習慣病の予防を目指した料理教室、卒業生対象の生涯学習、管
理栄養士対象の研究会、大学祭や学外での身体計測と栄養相談、出張講演、附属小学校のラ
ンチ提供と食育、児童学科との共催による子育て支援、食with 共催事業、新規事業の京都
市東山区地域連携事業：まちづくり支援、京都市高齢者支援、東日本大震災支援、学生支援
の料理教室、そして食物学科学生418名の参加実態について報告。
天使大学：2006年開設から大学院生の実践教育・研究施設として設立し、2013年度から大学
の事業として認可。大学院生の研究の場として活用し、独自のプログラムで食事介入群と対
象群の検査・調査を行い、食物摂取状況、メタボの指標となる生化学検査の解析、行動変容
と運動、改善効果などの研究成果について報告。
武庫川女子大学：月 1回昼食会を含む 4時間講座 5回シリーズ、18名を対象の「ダイエット
教室」の内容（身体計測、講義、昼食、参加者からのスピーチ、まとめなど）。独自の 5点
メニュー、その成果報告、そして受講生の追跡調査の難しさなどについて報告。

　以上の報告に対し、施設間での質疑応答があり、有意義な情報交換ができた。また、栄養
クリニック開設を目指している大学から、必要経費、構成スタッフや人件費などについての
質問があった。次年度の連絡会は、平成26年 8 月20日～22日に開催の日本栄養改善学会学術
総会・横浜市・パシフィコ横浜で開催すること、これまでの経過から 2年継続で連絡会議の
世話役を担当することとし（第 1・ 2回は女子栄養大学担当）、第 3回に引き続き次年度を
武庫川女子大学の担当とした。� （木戸詔子）


